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聴衆に、 新な 出発点と 結論と を 与えたら、 それ はたし 

かに、 キザ たっぷりな ことで は あるが、 しかし 一 つの 

驚歎すべき 結果 を もたらし たと 云って よかろう。 さて、 

おや ゆ is 

君の 左の 人差し指と 拇指の 間の 皮膚の 筋 を 見て、 君が 

採 金 地の 株 を 買わなかった と 云う ことが、 あまり 首 を 

うち 

ひね リま わさない 中に 解った と 云う わけさ」 

「どうも 僕に は 何の 事 か 解らない ね」 

「いや 誠に 御 もっとも 至極 —— しかし これ はごく 手 短 

に 説明す る ことが 出来 るんだ。 ここに それぞれ 取り外 

れ ていた、 鎖の 輪が あるから ね。 第一 に は、 君が 昨夜 

倶楽部から 帰って来た 時 は、 君の 左の 手の指の あたり 



に、 白い チヨ ー クが ついてい たこと。 第二に は、 君が 

キュ I すべ 

玉 を 突く 時 は 棒の、 U り をよ くす るた めに、 チヨ ー ク 

をつ ける 習慣の ある こと。 第三に は、 君はサ ー ス トン 

ほか 

氏との 外に は、 決して 玉 を 突かない こと、 —— 第 四に 

は 君が 四 週間 前に、 サ— スト ン氏 は、 南アフリカの 採 

金 地の 株式 募集 を やって いるが、 その 締切りまで は 

一 ヶ月 あるので、 君に も 加入して くれと 云って 来たと 

話した ことのあった こと、 —— 第五に は、 君の 小切手 

ひきだし 

帳 は、 僕の 抽斗に 入って 錠が 下りて いるが、 しかし 君 

は その 鍵 を 決して 僕に 請求し なかった こと、 —— 第 六 

に は、 君が このよう にして、 この 株式に 申込 をし なか つ 



析の 方に 向き 直った。 

私 は それ を 見て 驚いて しまった。 それ は、 何 かの 符 

牒の 文字の ような ものであった。 

「何んだ、 —— これ は 小 供の 絵で はない か —— ホ ー ム 

ズ 君！」 

私 は 叫んだ。 

「はは はは はは は、 そんな ものに 見える のかね！」 

「じ や 何なん だね？」 

「これ は、 ノ— フォ— ク のリド リング 公領 〔# 「リ ドリ 

ング 公領」 は 底本で は 「リ ドリ ュグ 公領 匕 の ヒルトン • 

キュ ー ピット 氏が、 しきりに 知りたがって いる ことな 



「これ はたし かに 奇妙な ものです な」 

ホ— ムズは 云った。 

いたずらがき 

「ちょっと 見れば、 子供の 悪戯 画の ように も 思われる 

し、 また、 紙の 上 を 踊りながら ゆく、 でたらめな 小さ 

な 姿の、 絵の ようで もあります ね。 一たい こんな 変な、 

得体の知れない ものに、 どうして そんな 勿体振った 意 

味 を つけようと 仰 有る のです か？」 

「いや、 私 は 決してそう 云う つもりで はない のです が、 

ただ 私の 妻が 大変な のです。 実は 妻が 全く 気絶す る ほ 

ど、 これに 驚かされ たのです。 彼の 女 は 何にも 云い ま 

き よ 1 つ ふ 

せんが、 しかし 私 は その 目の 中に、 非常な 驚 怖 を 見て 



せんさく 

取りました。 それで それ を 穿鑿して みたい と 思った わ 

けです _ 

ホ— ムズは 紙片 を 取り上げて、 太陽の 光線 を その上 

に 直射せ しめた。 その 紙片 は、 ノ— ト ブックから 離し 

かたち 

取った もので、 鉛筆で 次の ような 象形が 画かれて あつ 

た。 



なって、 あなたに 対して 秘 されて いた こと を、 話して 

もらう のが 一 番 早道で はない かと 思われます がね」 

ヒルトン • キュ— ピット はしかし、 その 大きな 頭 を 

振った。 

「ホ— ムズ さん、 約束 は どこまでも 約束です からね。 

もし エルシ ー が、 話して いいと 思う くらいで したら、 

彼から 話して くれる でしよう。 そして またもし 話した 

くない ことで したら、 私 は 彼の 女に 対して 強要 はした 

くはありません。 しかし それと 離れても、 私に は 私で 

おお 、. 

取るべき 道 は ある はずです。 そして それ を 私 は大に 

やろうと 思う のです」 



と 思う のさ。 その 電報 を 綜合す ると、 どうも 何 か 重大 

な 新ら しい 出来事が あつたよ うに 思われる の だ」 

やがて まもなく、 二輪 馬車が 全速力で、 停車場から 

我等の ノ ー フォ ー クの 紳士 を 乗せて、 来たので あった。 

大変 悩み 衰えて いるら しく、 目 は 疲れて ぉリ、 額に は 

皺 を 寄せて いた。 

「これに は 全く、 すっかり 弱らされて しまいました、 

ホ ー ムズ さん、 —— J 

彼 は 半病人の ように、 腕 椅子に もたれ 寄りながら 

云った。 

「どうでしょう、 —— 自分の 周囲に 未知の 未見の 人間 



mn 



「いや、 ちょ つと —— 」 

ホ— ムズは 云った。 彼 は 非常に 気乗りが して 来たら 



しかった。 

「これ は 最初の のに、 ただ 附 けたし に 画かれて ありま 

した か、 それとも 全く 別の ものに 離して 画かれて あり 

ました か？」 

「これ は 扉の 別の 鏡板 にか かれて ありました」 

「素敵 だ！ これ は 我々 にと つて は、 最も 重要な もの 

だ。 これで はなはだ 有望に なった。 さて ヒルトン- 

キュ— ピットさん、 とても 面白いで すが、 その 先 を 云つ 

て 下さい」 

「ホ— ムズ さん、 もう 何も 云う こと はない のです が、 

—— ただ 私 は、 その 夜 妻が、 私が 悪漢 をつ かまえる た 



「私 は 今日中に は、 帰宅し なければ なりません。 私 は 

どんな ことがあっても、 妻 を 一人で 夜を暮 させる こと 

は 出来ません。 彼の 女 はもう 非常に 神経質に なって い 

て、 どうしても 僕に 帰宅す るよう にと 云う のです」 

「いや、 それ は 御 もっともです。 しかし もし あなたが、 

滞在して おられるなら、 一 両日 中には あなたと 一 緒に 

出かける ことが 出来る と 思います が、 —— とにかく、 

この 紙 は 置いて 行って 下さい。 私 はごく 最近に お訪ね 

もたら 

して、 この 事件に 対して は、 多少の 吉報 を齎す ことが 

出来る と 思います から、 —— 」 

シャ ー ロック. ホ ー ムズ は、 この 訪客が 立ち去る ま 



では、 いかにも その 職業的な、 冷静 を 保って いたが、 

しかし 彼の 容子を 見なれ ている 私に は、 彼 は 内面で は、 

ひどく 昂奮して いるに 相違なかった。 ヒルトン. 

キュ— ピットの 広い 脊 中が、 扉の 外に 見えなくなる や 

否や、 彼 は 机の 上に 走り 寄って 例の 舞踏 人 画の 紙 を 取 

り 出して 並べて、 とても 大変な こみ 入った 計算 を 始め 

た。 

二 時間ば かりの 間、 —— 彼 は 何枚 も 何枚 も、 数字と 

文字 を 書いて は、 その 仕事に 没頭した。 全く 私が その 

室に いるの さえ も 忘れて、 一生懸命に 続けた。 ある 時 

は 多少に 仕事が 進む ものの ように、 口笛 を 吹いたり 



歌ったり し、 また やがて は、 全く その 長い 謎に 閉口し 

てし まった ように、 額 をす くめ 目 を 茫然と させて いた- 

それから 遂に 彼 は 思わず も 歓喜の 声 を 上げながら 起ち 

上って、 盛んに 手 を もじもじ させながら 室の 中 を ぶら 

ぶら と 歩き 出した。 それから 海底電信 機 式に、 長い 電 

報 を かいた。 

「もし この 返事が、 僕の 注文通りの もの だったら ヮト 

しゅうしゅう 

ソン 君、 —— 君の 蒐 集の 中に、 また 実に 素晴らしい 

もの を 加える ことが 出来 るんだ がね」 

彼 は 云った。 

「明日 は 我々 はノ— フォ ー クに 行って、 あの人 間が 苦 



しんで いる 秘密 事に、 決定的な 新な 展開 を 与える こと 

が 出来そう だ」 

私 はとても 好奇心 を そそられて しまった、 しかし ま 

た 私 は、 彼 はいつ も 自分の 方から、 いい 時 を 見計らつ 

て 話して くれる こと はよ く 知ってい るので、 私の 方 か 

ら 訊ねる こと はしなかった。 

しかし その 返電 は なかなか 来なかった。 ホ— ムズは 

その 間 を、 呼 鈴に 注意しながら、 ャキ モキして 待った。 

二日 は 空しく 過ぎて しまった。 しかし その 二日 目の 夕 

方、 やっと ヒルトン • キュ— ピットから、 一通の 手紙 

が 来た。 その 手紙に よれば、 ヒルトン. キュ— ピット 



方々 で いら つ しゃ います か？」 

ホ— ムズの 面 上に は、 当惑の 色が 現われ出た。 

「どうしてそう 田 心う のです？」 

「 い え 実は じき 今し方、 検察官 の マ ー チンさん が、 ノ ー 

ァゥ イッチから 来て、 ここ を 通過して 行った ばかりな 

のです。 しかし あるいは あなた 方 は、 外科医で いらつ 

しゃる かもしれ ない。 —— 彼の 女 はま だ 死にません よ。 

いやさつ ききいた 容子 では、 たしかに まだ 死なない と 

のこと でした がね。 あなた 方 は 間に合う でしよう。 I 

I も つ とも どうせ 絞首台に ゆく ことです がね」 

ホ ー ムズ の 顔 はす つ かり 不安に 蔽 われて しま つ た。 



「我々 は、 リド リング 村に 行く 途中です が、 しかし 実 

は、 全く どんな ことが 起った のか、 きいて はいない の 

です」 

彼 は 云った。 

「それ は なかなか 大変な ことです な」 

駅長 は 云った。 

「ヒルトン. キュ— ピット 夫妻 は、 どちらも 撃 たれた 

の だそう です。 召使の 者の 云う に は、 まず 夫人が 檀那 

さん を 撃って、 それから 自分 も 撃った の だそう です が 

ね。 それで 檀那さん の 方 はもう 事切れて しまい、 夫人 

の 方 は 虫の息で すって、 —— どうも 全く、 あたら 名門 



内の 調査 を 始めよう ではないで すか、 —— 」 

検察官 の マ— ティン は 私の 友人に 大変 好意 を 持 つ て 

いて、 私の 友人 を 自由に 活動 させて、 ただ その 結果 を 

注意 深く 見て いる だけであった。 白髪の 老 田舎 外科医 

が、 ヒルトン. キュ— ピット 夫人の 診察に 来て いたが、 

その 話に 因れば、 彼の 女の 傷 は 重傷で はあった が、 し 

かし 命に は 差支えが なかろうと 云う ことで あ つ た。 

た ま 

弾丸 は 彼の 女の 前額 を 貫通して いたが、 たぶん 彼の 女 

はしば らくの 間 は、 意識 を 失った に 相違なかった。 彼 

の 女が 撃 たれた ので あるの か、 それとも 自分から 自分 

を 撃った ので あるかと 云う ことに ついては、 彼の 女 は 



決して 口 を 開かなかった。 そして それ は 疑 もな く、 ご 

く 近距離から 発射され たものに 相違なかった。 室の 中 

ちょう 

に 一 挺の ピストル つきり 見出されなかった が、 しか 

やくき よう 

し 薬莢 は、 二つ 空に なって いた。 ヒルトン • キュ— 

ピット 氏 は、 心臓 を 打ちぬ かれて いた。 そのた だ 一挺 

の ピストル は、 二人の ちょうど 中間の 床の 上に 落ちて 

あつたが、 したがつ てこれ は、 ヒルトン. キュ— ピッ 

ト がその 妻 を 撃って から、 自分自身 を 撃った のか、 そ 

れ とも 妻の 方が 先に 夫 を 撃って 自分 を 撃った のか、 い 

ずれと も 考え 迷われる ことであった。 

「ヒルトン. キュ— ピットさん は 動かされました か？」 



いた。 その 目の 中には、 彼が 依頼され ながら、 みすみ 

す 助ける 機会 を 失って しまった 依頼者の ために、 見事 

に 復謦し て やる まで は、 - ^ の 事件に 心身 を 賭し て やる 

という 決心の 色が 窺われた。 小 ざつ ぱリ とした 検察官 

の マ— ティン、 灰色 髭の 老 田舎 医師、 私自身、 のろま 

なよう な 田舎 巡査と が、 変な 恰好の つかない 一 坐 をつ 

くった。 

その 二人の 女 は、 よく 明瞭に 話して くれた。 その 話 

に 因る と、 彼の 女た ち は 爆音に 目 を さまさせられ たの 

であった が、 その 時 この 爆音 は、 ものの 一 分 も 間が あつ 

たろう か、 すぐにき えたそう である。 彼の 女た ち は 室 



しょう？」 

「そのこと がすな わち、 これからの 我々 の 問題です が 

ね」 

シャ ー ロック . ホ ー ムズが 云った。 

「ね —— 検察官の マ— ティンさん、 女中た ち は 室 を 出 

る や 否や、 火薬の 臭が したと 云った 時に 私 は それ はと 

て も 重要な こと だと 云った でしよう？」 

「えい、 たしかに 仰 有い ました。 しかし 私 は 正直のと 

ころ、 あまり それに 同感 も 感じて いません でした」 

「この こと はつ まり、 発射され た 時には、 室の ドア も 

窓 も 開いて いたの だと 云う こと を 暗示して いるので す。 



鰐皮の ものであった。 ホ— ムズは 中の もの を 取り出し 

た。 その 中には、 英蘭 銀行の 五十 磅 紙幣 二十 枚が、 印 

ほか 

度 ゴムの バンドで しばられて 入って いた 外、 あと は 何 

にもなかった。 

「これ は 法廷で 必要だろう から、 よく 注意して 保管し 

てお くように」 

ホ— ムズは 中味 をし つかりと 入れて、 その 手提袋 を、 

検察官に 渡しながら 云 つ た。 

「さて 今度 はこの 第三 弾の 正体 をつ き 止めなければ な 

らな いこと になった、 —— もっとも これ は 木の 裂け 具 

合から 見て、 明かに 内側から 発射され たもの だが、 I 



I さて 料理 女の キング さんに ちょっとき きたいが、 あ 

の キングさん あんた は、 とても 高い 爆音に 目 を さまさ 

れ たと 云った が、 これ は 最初の 一 弾が、 次の 爆音より 

も 大き か つ たと 云う ことかね？」 

「は あ、 左様で ございます。 わたし は その 音で、 目 を 

醒 ましたので ございま したが、 どうも はっきり とはい 

たしません が、 とにかく 大変 大きな 音で ございました」 

「君 は 一 度に 二 発う たれた の だと 云うよう に は 感ぜら 

れ なかった かね？」 

「さあ、 それ ははつ きりと は 申し上げられな いんで ご 

ざ いますが 」 



探し まわ つ たが、 遂に 彼 は ひどく 喜んだ 叫び を 上げて、 

身 を こごめて、 小さな 真鍮の 円筒 を 拾い上げた。 

「僕 はたし かに、 ピストル 又は、 薬莢の 自動 排除 装置 

があって、 きっと 第三 弾が あるに 相違ない と 睨んで い 

た、 I 」 

彼 は 云った。 

「さあ 検察官 マ ー ティンさん、 これでもう ほとんど、 

この 事件 も 調査が 出来 上った ですな」 

ァ J の 田舎 検察官 は しかし、 ホ— ムズの あまりに 急速 

な、 あまりに も鮮 かな 探査 振りに、 ただ 驚歎の 色 を 現 

うち 

わして いるので あった。 最初の 中 は 多少 は、 自分自身 



れ ぐれ も 云い 含めた。 その 封筒の 上の 文字 は、 私の 目 

に 止まった が、 ホ ー ムズの 簡明な 文字と は 似 も 似つ か 

ず、 苦心して 手跡 を かえた ものであった。 その 宛名 は 

ノ ー フォ ー ク、 東 ラス トン • エル ライ ジ 農場、 アベ ー . 

スラネ ー 氏と 云う のであった。 

「検察官 —— 」 

ホ— ムズは 叫んだ。 

「護衛の 者 を 派遣しても らうよう、 打電した 方が いい 

と 思います がね。 もし 僕の 胸算用に 誤りがない とすれ 

ば、 あなた はとても 危険な 犯人 を 護送し なければ なら 

ない ことになる かもしれ ない と 思われ ますよ。 いや こ 



て はめた ところ、 この 解釈 も 容易でした。 最初に 私の 

手に入つ たもの は、 ごく 短い ものだった ので、 




この 記号 は アルファべ ットの E を 表わす も 



の だと 云う こと を、 云い 切られた だけでした。 御存じ 

の通リ 英語の アルファベットの 中で は、 E は 最も 普通 

の 文字で、 どんな 短い 文章の なかで も、 一 番 出て 来る 

文字です からな。 この 最初 手に入った 文章の 中で は、 

十五の 記号の 中で、 これ は 四つ だけあって、 一 番多 かつ 



たので、 これ を E と 帰納した わけです。 それから 記号 

も ある 時 は 旗 を 持ち、 ある 場合 は 持って いないが、 段々 

考えたら この 旗 は、 文章 を 言葉に 区切る ための もので 



した。 私 はこれ を 仮説と して 立てて 




を E と 



置いた のです。 

しかし ここまで はいいと して、 これから 先が なかな 

か 大変な のです。 英語の 文字で は、 E の 後に 来る もの 

は、 決してそう 決定的で はない。 ちょっとした 文章な 



どで 平均 を 取って みたら、 あるいは 反対の 現象 を 現わ 

している かもしれ ない。 まあ 大ざっぱに 云って みて、 

T、 A、 o、 I、 N、 s、 H、 R、 D、 L、 —— と 云 

うの は、 その 頻出 数の 順序で あるが、 しかし、 T、 A、 

o、 I など は、 実に 伯仲して いるから ね。 これ 等の 結 

合 を 考えて、 意味 を 見出そうと 云う こと は、 それ は 全 

く 際限の 無い 仕事になる。 それで 私 は、 新たな 材料の 

来る の を 待った。 第二 回の ヒルトン • キュ ー ピット 氏 

との 会見で は、 私 は 二つの 短い 文章と、 一 つの 牒号を 

提供され たが、 この 牒 号に は 旗が 無い ので、 単語に 相 

違ない と 思った。 これが それです がね。 さて 単語と し 



てみ ると、 これ は 五 文字から 成る 単語で、 しかも 私が 

先に 推定した E が、 第二と 第 四に ある もの。 —— それ 

は SEVE» (切り放す) か、 LEVEt^ (梃子) か、 

NEVEl^ (けっして、 I 打ち消しの) などと なる。 哀願 

に対する 返事と して は、 この 最後の もの はもう 異論な 

く、 最も 適当で ある。 そしてお そらく はこれ は、 夫人 

の 書いた 返事で あろうと 思われる 点 も 大いに あるの だ _ 

これ だけの こと を 認容して みると、 もう 記号の 



は それぞれ、 N、 V、 R、 と 云う ことになる 

しかし まだまだ 私に は、 難関が あるので あつたが、 

幸いに 他の 文字の 解釈に、 都合の よい 思いつきが 浮ん 

だ。 つまり もし 私の 予想が 違わない とすれば、 この 哀 

訴が 夫人の 以前の 腹心の 者から 来た ものと すれば、 両 

端に E があって、 真中に 他の 三文 字の ある もの は、 結 




局、 ELSIE と 云う 名前に、 ぴったりと 吻合して 来る。 

それで 更によ く 調べて みると、 三度と も 文章の 末尾が、 

この 組合せで 終って いるの を 発見した。 それで これ は 

ELSIE に、 何 か 訴えて 来た ものに 相違ない。 こうして 

私 は しと、 S と、 I を 得た。 しからば 一たい 何 を 訴え 

て 来て いるので あろう？ この ELSIE の 前に は、 四 

文字あって、 しかも 終り は E である。 これ は 確に 

ほか 

COME であろう か、 —— 私 は 外に も、 E で 終って いる、 

四 文字の 単語 を 考えた が、 しかし どうも この場合に 適 

当と 思われる もの は 見当らなかった。 それで 私 はこう 

して、 c、 o、 M、 を 得た ので、 今度 は 再び 最初の 文 



章に もどって、 これ を 言葉に 分けて、 未発見の 記号と 

共に、 書き並べる までにな つた。 そうしたら、 次の よ 

うな ものと なった。 

.M. ERE. .ESL. NE. 

そこで、 この 中で 最初の 文字 は A に 相違ない、 と 云 

うこと を 推定した。 と 云う の は、 この 短い 文章の 中で、 

三度 も 出て いるから、 このよく 出て 来る 文字 は A に 相 

違ない と 考えた。 これ は 大変 有益な 発見であった。 そ 

こで、 第二の 場所 は、 H であろうと 想定して みた。 そ 

うして また あてはめて みると、 

AM HERE A. ESLANE. 



となり、 また、 名前の 解りき つた 空所 を 満たして み 

ると、 

AM HERE A. E SLANEY. 

私 はもう かなりの 文字 を 得た ので、 今度 は 相当の 自 

信 を 持って、 第二の 文章に 進む ことが 出来る ことと 

なった。 それ を やって みると 今度 はこん な ものに なつ 

た。 

A. Mrs. ES. 

さてこう なると、 私 は、 丁と、 G を 空所に 入れる と 

やっと 意味 をな して 来る ことに 気が ついた —— そして 

これ はこの 筆者の いる 家 か、 旅館の 名で あろうと 推定 



したわけ だ」 

検察官 マ— ティンと 私 は、 この 我々 の 面前の 難事業 

を、 快刀で 乱麻 を 断つ ように、 明快に 解決 を 与えた、 

私の 友人の 説明に、 全く 魅了され て 傾聴した。 

「先生、 それから どうな された のです か？」 

検察官 は 訊ねた。 

「私 は 種々 の 理由から、 この AbeSlaney. と 云う の は、 

亜米利加 人で あろうと 推定した のです。 この Abe と 

云う の は 元来、 亜米利加 式の 綴に あるし、 それに 

亜米利加から 来た、 一 通の 手紙と 云う のが、 今回の 大 

事件の 端緒でした からな。 それに 更に 私 は、 この 事件 



に は、 更に その 中に 伏在した、 隠れた る 犯罪が あるに 

相違ない と 睨む 理由が あつたの です。 つまり 夫人が 過 

去に ついて、 ちょっと 仄めかした あと、 夫に 対して 絶 

対に それ を 追求 させなかった などと 云う こと は、 明か 

にそうした 理由 を 暗示して いるもの だからね。 それで 

私 は、 私の 友人で ニュ— ョ— クの 警務 局の、 ウィル ソ 

ン • ハ— グレ— ブに、 海底電信 を 打って やった のです。 

こうむ 

この 男 はたびた び、 私から お蔭 を 蒙って いるもので 

すがね、 で 私 はこの 男に、 AbeSlaney と 云う 者 を 知つ 

ている かどう かと 云って やった の だが、 その 返電 はこ 

うだった のです。 



「巿俄 古での 最も 恐るべき 悪漢」 と。 するとち ようど 

私が、 この 返電 を 得た 夜、 ヒルトン • キュ ー ピット は、 

スラネ ー からの 最後の 牒号 を 送つ てよ こした のです。 

それに また、 先の 文字 を あてはめて みると、 

ELSIE. RE. A:RE to MEET THY GO. 

それで これに p と D を 加えて みると、 もうこの 

牒号 の 意味 は 完全な ものと なる。 (ELSIE 

J^REPA^ETOMEETTHYGOD. エルシ 1 よ、 汝の神 

に 逢う 用意 をし ろ) これによ ると、 悪漢 は 説得から 威 

嚇に 進んだ ことが わかり、 更に 私 はこの 者の 巿俄 古で 

の 兇悪 振り を 知っている だけに、 もうす ぐに 実行す る 



だろうと 直覚した。 それで 取る もの も 取りあえず、 友 

人で ぁリ 相棒で ある、 ワトソン 博士と 共に、 ノ— フォ— 

クに龃 けつけ たの だが、 もう 時 既に 遅かった」 

「事件 を 扱う に 際して、 あなたと 協力す る ことが 出来 

るな どと 云う こと は 全く、 望外の 特権です ね」 

検察官 は 静かに 云い 出した。 

「失礼して 卒直に 申します が、 あなた は あなた 御自身 

が 御 満足な されば およろ しいので すが、 私 は 上官に 対 

して、 私の 職責 を 全うしなければ なりません。 それで 

もし その エル ラ イジに いる、 アベ ィ- スラネ ー なる 者 

が、 本当に 下手人で あると すれば、 私が こうして いる 



中に、 逃亡で もして しまう と、 とても 大 問題に なり ま 

す 力 」 

「いや 御 心配 はいらない、 —— 彼 は 逃亡な ど はお そら 

くしない から、 —— 」 

「どうしてそう 仰 有い ます？」 

「逃亡す る こと はもう、 犯罪 を 自白して いる こと だか 

らね」 

「それで は 逮捕に 向おう では ございません か？」 

「いや、 もう じきに ここに 来る」 

「では どうして y ,1 こに なぞ 来る のでしょう？」 

「さっき 手紙 を 書いて、 招んで やった から、 —— 」 



た。 その 男 は、 背の 高い、 男振りの よい、 色の 浅黒い 

顔で、 灰色の フランネルの 着物 を 着て パナマの 帽子 を 

冠リ、 剛ぃ 黒い 髭 を はやし、 高い 圧倒的な 鼻 をう ごめ 

かして、 籐の杖 を ふりまわしながら やって来た。 彼 は 

全く 意気 揚々 として、 小径 を はばむ ようにして 歩き、 

堂々 と 呼 鈴 を 押す のであった。 

「諸君、 I 」 

ホ— ムズは 静かに 云った。 

「これ は 我々 は ドアの 蔭に かくれた 方が いいよう だよ _ 

あんな 奴の 相手になる に は、 うっかりし たこと は 出来 

ないから ね。 それから 検察官、 手錠が 入ります よ。 さ 



を 上げた。 

「いや 各々 方、 なかなか うまく、 仕組んだ と 云う わけ 

です か、 —— これ はとんだ 災難に遭つ たもの だ。 しか 

し 僕 は ヒルトン . キュ ー ピット 夫人の 手紙に 答える た 

めに 来たので す。 夫人 はこ こに 居る かどう か、 教えて 

くれないで すか？ 夫人 は 僕 を 陥れる ことに 与った の 

です 力？」 

「ヒルトン. キュ ー ピット 夫人 は、 瀕死の 重傷 を 負う 

ている の だよ」 

しわが ひきょう 

その 男 は 嗄れた 声で、 家中に 響き渡る ように、 悲叫 

を 上げた。 



の 仲間の 外 は、 誰も この 舞踏 人の 秘密 を 解る ものが 無 

いのです よ。 どうして あなたな どが 書け る ものです 

か？」 

「君、 誰かが 案出した ものと すれば、 また 誰かが それ 

を 解く ことが 出来る さ」 

ホ— ムズは 云った。 

「さて スラネ —君、 君をノ ー ァ ウッドに、 連れて ゆく 

馬車が 来た。 しかし まだ、 君の 悪業に 対して、 多少の 

罪滅し をす る 時間 は ある。 君 は 気がつい ている かどう 

か、 —— 実は ヒルトン. キュ— ピット 夫人 は、 夫君の 

殺害に 対して、 非常に 重大な 嫌疑 を 受けて いたの だが、 



君に すすめる」 

検察官 は あたかも 英国 刑法の、 厳粛な 公明 を 示す も 

のの 如く 云った。 

スラネ —は 肩をすくめた。 

「早速 申し上げましょう」 

彼 は 語り 出した。 

「まず 第一に 皆さんの 御 了解 を 得たい こと は、 私 は あ 

の 夫人と は、 ごく 小 供の 時からの 知り合い であると 云 

うこと です。 私共 も 七 人の 仲間で 巿俄 古で 徒党 を 組ん 

でいた のです が、 あの エルシ— の 父 は その 首領でした。 

俐※ 〔# 「りっしん べん + 巧」、 126, 二 な 人で、 パト リツ 



ク 老人と 云った ものです。 この 暗号 を 案出した の も 彼 

です が、 これ はもう あなたが これ を 解く 鍵 を 持って い 

なかったら、 ただ 小 供の いたずら 書と しか 思われない 

ものです からね。 さて、 あの エルシ ー は 私共の する こ 

と を 多少 気がつい たのです が、 しかし 彼の 女 は、 こう 

した 仕事 を 見る こと はもう 堪えられなかった のですな _ 

そして 彼の 女 は 自分の、 これ は 公明正大な 金 を 多少 

持って いたので、 私達の 中から 抜け出して、 ロンドン 

に 遁げて 来て しまった のです。 私 は 彼の 女と は 婚約の 

仲でした が、 これ は 私 は 今でもそう 思って いるので す 

が、 もし 私が 商売替え をしたら、 彼の 女 はきつ と 私と 



「ちょつ と 彼の 女に 逢わせて 下さいません でしよう 

か？」 

「いや、 夫人 はま だ 意識が 回復 しないの だ。 シャ— 

ロック -ホー ムズ 先生、 —— 何卒 この 後 も 重大 事件が 

突発した 時 は、 よろしく 御 助力 下さい ますよう、 幾重 

にもお 願い 申します」 

私たち は 窓際に 立って、 馬車の 遠ざかって ゆく の を 

眺めた。 それから 私 は 振り返った 途端に 犯人が テ ー ブ 

ルの 上に 投げて 行った、 紙片 を 丸めた もの を 見つけた。 

それ はホ— ムズが 彼 をお びき 寄せた 手紙で あ つ た。 

「さあ、 君、 これ を 読める かね？ ワトソン 君、 —— 」 



「いや、 僕が 使った、 暗号 表 を 用いれば、 これ はもう 

ごく 簡単な もの だと わかる よ」 

ホ— ムズは 云った。 

「これ は、" COME HEUE AT ONCE" (すぐに 来い) と 

云う だけの こと だよ、 いくら 何でも この 招待状で は、 

彼 は 万障 を 繰 合せても 来る と 思った のさ。 何しろこう 

した もの を 書け る 者 は、 夫人 以外に は 無い の だと 彼 は 

信じて いるの だからね。 さてこう して、 親愛な ヮトソ 

ン君、 我々 もこの 悪業の 手先に 使われて いた 舞踏 人 を、 

今度 は 善い 意味の ものに 転化して しまったし、 また 僕 

も 君の 覚書の 中に、 一 つ はなはだ 特異な 件 をお 土産に 



しょうと 云う 約束 も、 これで ともかく 果 したわけ だ。 

三時 四十 分の 汽車が あるが、 我々 はべ— 力 ー 街に 行つ 

て、 夕食で も 食べる としょう か、 」 

簡単に 結末 だけ を。 

この 亜米利加 人の アベ！ スラネ —は、 ノ ー ァゥ イツ 

チの 冬期 巡回 裁判で、 死刑 を 宣告され たので あつたが、 

しかし ヒルトン. キュ— ピット 氏が、 最初に 発射した 

と 云う ことが 明瞭に なった ので 情状酌量して、 死刑 を 

改めて 懲役 刑と された。 

それから ヒルトン • キュ— ピット 夫人に ついては、 

その 浚 負傷 はすつ かり 癒り、 寡婦と して 一貫し、 その 
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その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「貴方 丄 あなた 汎 ゆる 丄 あらゆる 或る 丄 ある 或 

ふ あるい 如何 ふい か 聊か 丄 いささか 何時— いつ 

一層 i いっそう 愈 i いよいよ 何れ i いずれ 於て 

ふお いて 却って ふかえ つて 可成り i かなり かも 



知れ ふか もしれ 屹度 ふきつと 位 ふくらい 極く 丄 

ごく 此丄 この 併し ふし かし 而も 丄 しかも 直- 

直き 丄じき 暫く ふしば らく 直ぐ ふす ぐ 即ち ふす 

なわち 凡て ふす ベて 是非 ふ ぜひ 其処 ふそ こ 其 

の ふその 沢山 ふたくさん 唯丄 ただ 度々 丄 たびた 

び 多分 ふた ぶん 丁度. 恰度 ふちょう ど 一寸 ふ 

ちょっと (て) 居 ふい -ぉ (て) 置 ふお (て) 

見 ふみ (て) 貰丄 もら 何処 丄 どこ 何方 丄 どちら 

仲 々ふなかな か 何故 丄 なぜ 成る 程丄 なるほど 計 

り • 許り i ばかり 害 i はず 甚だ ふ はなはだ 不図 

—ふと 程丄 ほど 殆 んど丄 ほとんど 略々 丄 ほぼ 



先ず ふまず 亦 ふまた 間もなく i まもなく 見す 見 

す ふみす みす 若し ふ もし 勿論 ふ もちろん 以 つて 

丄 もって 尤も 丄 もっとも 矢庭に ふやに わに 矢 張 

り丄 やはり 漸く ふよう やく 宜しい ふよろ しい 妾 

—わたし」 
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